保護者用 (ほごしゃよう)



身体 (しんたい)・知的 (ちてき)などの障 (しょう)がいについて





[image: http://sgnwgw01.tsgis.city.atsugi.kanagawa.jp/BizCab/BCab/app/tmp/2DA7BCB3BIZCAB/R/6/_pb/122250.png]１　視覚障 (しかくしょう)がい
●視力 (しりょく)、視野 (しや)など、「見る (み)」機能 (きのう)についての障 (しょう)がいです。
●全く (まった)目 (め)が見えない (み)人 (ひと)、または見えにくい (み)人 (ひと)など、人 (ひと)によって様々 (さまざま)です。【特 (とく)　徴 (ちょう)】
●視覚 (しかく)から情報 (じょうほう)を得にくい (え)ため、音声 (おんせい)や手 (て)で触る (さわ)ことなどにより情報 (じょうほう)を入手 (にゅうしゅ)しています。適切 (てきせつ)な配慮 (はいりょ)や器具 (きぐ)によって視覚 (しかく)の一部 (いちぶ)を活用 (かつよう)できる人 (ひと)もいます。





【私たち (わたし)ができる配慮 (はいりょ)】
●声 (こえ)をかけるときは、前 (まえ)から近づき (ちか)自ら (みずか)名乗ります (なの)。
●指示語 (しじご)は使わず (つか)「30cm右 (みぎ)」など分かりやすく (わ)伝えます (つた)。
●移動 (いどう)のサポートは、自分 (じぶん)の腕 (うで)や肩 (かた)につかまってもらい、歩く (ある　)速度 (そくど)を合わせます (あ)。








[image: http://sgnwgw01.tsgis.city.atsugi.kanagawa.jp/BizCab/BCab/app/tmp/2DA7BCB3BIZCAB/R/20/_pb/1340570.png]２　聴覚障 (ちょうかくしょう)がい
●聴力 (ちょうりょく)を中心 (ちゅうしん)とする「聞く (き)」ことについての障 (しょう)がいです。
●全く (まった)耳 (みみ)が聞こえない (き)、または聞こえにくい (き)など、人 (ひと)によって様々 (さまざま)です。【特 (とく)　徴 (ちょう)】
●外見 (がいけん)からは分かりにくい (わ)ため、声 (こえ)をかけたのに無視 (むし)されたと誤解 (ごかい)されることもあります。
●音声 (おんせい)の代わり (か)に、文字 (もじ)や図 (ず)などで情報 (じょうほう)提供 (ていきょう)すると、視覚 (しかく)から情報 (じょうほう)を得られます (え)。





【私たち (わたし)ができる配慮 (はいりょ)】
●何 (なに)かを伝える (つた)時 (とき)は、相手 (あいて)から見える (み)位置 (いち)で合図 (あいず)をします。
●音声 (おんせい)での会話 (かいわ)以外 (いがい)に、手話 (しゅわ)、筆談 (ひつだん)、指 (ゆび)文字 (もじ)などがありますが、人 (ひと)によってコミュニケーション方法 (ほうほう)は異なります (こと)。



[image: http://sgnwgw01.tsgis.city.atsugi.kanagawa.jp/BizCab/BCab/app/tmp/38107CF3BIZCAB/R/6/_pb/122460.png]






















[image: http://sgnwgw01.tsgis.city.atsugi.kanagawa.jp/BizCab/BCab/app/tmp/2DA7BCB3BIZCAB/R/7/_pb/123200.png]３　肢体 (したい)不自由 (ふじゆう)
●けがや病気 (びょうき)などで手 (て)や足 (あし)など体 (からだ)の一部 (いちぶ)、または全身 (ぜんしん)に麻痺 (まひ)や欠損 (けっそん)などの障 (しょう)がいがある状態 (じょうたい)です。
【特 (とく)　徴 (ちょう)】
●車 (くるま)いす、つえ、歩行器 (ほこうき)、義足 (ぎそく)などの補 (ほ)装具 (そうぐ)を利用 (りよう)している人 (ひと)がいます。



【私たち (わたし)ができる配慮 (はいりょ)】
●車 (くるま)いすを使用 (しよう)している人 (ひと)のために、窓口 (まどぐち)や机 (つくえ)などの構造 (こうぞう)・位置 (いち)に配慮 (はいりょ)しましょう。
●移動 (いどう)、読み書き (よ　　　か)、会話 (かいわ)などに他 (ほか)の人 (ひと)より時間 (じかん)を要する (よう)こともあるので、時間 (じかん)に余裕 (よゆう)をもって応対 (おうたい)します。
●発声 (はっせい)に関わる器官 (きかん)の麻痺 (まひ)や不随意 (ふずいい)運動 (うんどう)、失語症 (しつごしょう)などにより、音声 (おんせい)でコミュニケーションを取る (と)ことが困難 (こんなん)な場合 (ばあい)もあります。




[image: http://sgnwgw01.tsgis.city.atsugi.kanagawa.jp/BizCab/BCab/app/tmp/2DA7BCB3BIZCAB/R/9/_pb/1333560.png]





４　内部障 (ないぶしょう)がい　
●病気 (びょうき)などの理由 (りゆう)で、心臓 (しんぞう)や腎臓 (じんぞう)など体 (からだ)の内部 (ないぶ)に障 (しょう)がいがあることです。
●心 (しん)臓 (ぞう)機 (き)能 (のう)障 (しょう)がい、腎 (じん)臓 (ぞう)機 (き)能 (のう)障 (しょう)がい、呼 (こ)吸 (きゅう)器 (き)機 (き)能 (のう)障 (しょう)がい、ぼうこう・直 (ちょく)腸 (ちょう)機 (き)能 (のう)障 (しょう)がい、小 (しょう)腸 (ちょう)機 (き)能 (のう)障 (しょう)がい、ヒト免疫 (めんえき)不全 (ふぜん)ウイルス（HIV）による免 (めん)疫 (えき)機 (き)能 (のう)障 (しょう)がい、肝臓機能障 (かんぞうきのうしょう)がいの７つがあります。
【特 (とく)　徴 (ちょう)】
●外見 (がいけん)からは障 (しょう)がいがあることが分かりにくい (わ)ため、体調 (たいちょう)が悪くて (わる)も周り (まわ)から理解 (りかい)してもらえないことがあります。
●疲れやすい (つか)人 (ひと)や、長時間 (ちょうじかん)立つ (た)ことや歩く (ある)ことが困難 (こんなん)な人 (ひと)もいます。





[image: http://sgnwgw01.tsgis.city.atsugi.kanagawa.jp/BizCab/BCab/app/tmp/2DA7BCB3BIZCAB/R/15/_pb/133800.png]
【私たち (わたし)ができる配慮 (はいりょ)】
●外見 (がいけん)では分からない (わ)障 (しょう)がいがあることを認識 (にんしき)した上 (うえ)で日頃 (ひごろ)から生活上 (せいかつじょう)の様々 (さまざま)な不便さ (ふべん)を理解 (りかい)することが大切です。












５　知的 (ちてき)障 (しょう)がい　
●知的 (ちてき)機能 (きのう)の障 (しょう)がいが発達期 (はったつき)（おおむね１８歳 (　　　　さい)未満 (みまん)）にあらわれ、日常 (にちじょう)生活 (せいかつ)の中 (なか)でさまざまな不自由 (ふじゆう)が生じる (しょう)ことをいいます。例えば (たと)、複雑 (ふくざつ)な事柄 (ことがら)やこみいった文章 (ぶんしょう)・会話 (かいわ)の理解 (りかい)が不得手 (ふえて)であったり、おつりのやりとりのような日常 (にちじょう)生活 (せいかつ)の中 (なか)での計算 (けいさん)が苦手 (にがて)だったりすることがあります。
【特 (とく)　徴 (ちょう)】
●障 (しょう)がいのあらわれ方 (　　　　　　　　かた)は個人差 (こじんさ)が大きく (おお)、少し話 (すこ　　はなし)をしただけでは障 (しょう)がいがあることを感じさせない (かん)方 (かた)もいます。
●自分 (じぶん)のおかれている状況 (じょうきょう)や抽象的 (ちゅうしょうてき)な表現 (ひょうげん)を理解 (りかい)することが苦手 (にがて)であったり、未経験 (みけいけん)の出来事 (できごと)や状況 (じょうきょう)の急 (きゅう)な変化 (へんか)への対応 (たいおう)が困難 (こんなん)であったりします。







【私たち (わたし)ができる配慮 (はいりょ)】
●人 (ひと)に質問 (しつもん)したり、言葉 (ことば)で自分 (じぶん)の気持ち (きも)を伝える (つた)ことが難しい (むずか)ため、その人 (ひと)の伝えたい (つた)ことを理解 (りかい)する努力 (どりょく)が必要 (ひつよう)です。
●ゆっくり丁寧 (ていねい)に、分かりやすく (わ)話します (はな)。
●相手 (あいて)の話 (はなし)をよく聞き (き)、返事 (へんじ)をじっくり待ちます (ま)。









[image: http://sgnwgw01.tsgis.city.atsugi.kanagawa.jp/BizCab/BCab/app/tmp/2DA7BCB3BIZCAB/R/5/_pb/121410.png]













６　ASD(自閉 (じへい)スペクトラム症 (しょう))
●脳 (のう)の情報 (じょうほう)処理 (しょり)がうまくできない、生まれつき (う)の障 (しょう)がいです。一般 (いっぱん)に幼児期 (ようじき)までに明らか (あき)になる一種 (いっしゅ)の発達障 (はったつしょう)がいで、原因 (げんいん)もまだわかっていません。
【特 (とく)　徴 (ちょう)】
●目 (め)に見えない (み)抽象的 (ちゅうしょうてき)なものの意味 (いみ)を理解 (りかい)することが苦手 (にがて)です。耳 (みみ)からの情報 (じょうほう)をうまく処理 (しょり)できません。たくさんの情報 (じょうほう)を一度 (いちど)に扱えません (あつか)。




	
【私たち (わたし)ができる配慮 (はいりょ)】
●特性 (とくせい)の現れ方 (あらわ　かた)は、わずかに特性 (とくせい)の見られる (み)人 (ひと)から、生活 (せいかつ)のあらゆる場面 (ばめん)で色濃く (いろこ)見られる (み)人 (ひと)まで幅広く (はばひろ)、一人一人 (ひとりひとり)に合わせた (あ)サポートが生涯 (しょうがい)にわたって必要 (ひつよう)です。


[image: http://sgnwgw01.tsgis.city.atsugi.kanagawa.jp/BizCab/BCab/app/tmp/2DA7BCB3BIZCAB/R/7/_pb/123200.png]



７　ADHD（注意 (ちゅうい)欠如 (けつじょ)・多動症 (たどうしょう)）
[image: http://sgnwgw11.4sgis.city.atsugi.kanagawa.jp/BizCab/BCab/app/tmp/37D69499BIZCAB/R/5/_pb/159160.png]●生 (う)まれつきの精神 (せいしん)疾患 (しっかん)で、18歳 (さい)以下 (いか)での有 (ゆう)病率 (びょうりつ)は約 (やく)５％と報告 (ほうこく)されています。「不注意 (ふちゅうい)」が目立 (めだ)つ場合 (ばあい)、「多動 (たどう)性 (せい)」や「衝動性 (しょうどうせい)」が目立 (めだ)つ場合 (ばあい)、また全 (すべ)てを併 (あわ)せ持 (も)つ場合 (ばあい)など、子 (こ)どもによってさまざまな形 (かたち)で現 (あらわ)れます。一方 (いっぽう)、成長 (せいちょう)とともに状態 (じょうたい)が変化 (へんか)することもあり、例 (たと)えば大人 (おとな)になってその特徴 (とくちょう)が自然 (しぜん)と目立 (めだ)たなくなることがあります。
[bookmark: _Hlk211502046]８　ＬＤ(学習障 (がくしゅうしょう)がい)
●全体的 (ぜんたいてき)な発達 (はったつ)には遅れ (おく)はないのに文字 (もじ)の読み書き (よ　　　　　か)に限定 (げんてい)した困難 (こんなん)があり、そのことによって学業 (がくぎょう)不振 (ふしん)が現れたり (あらわ)、二次的 (にじてき)な学校 (がっこう)不適応 (ふてきおう)などが生じる (しょう)疾患 (しっかん)です。学習面 (がくしゅうめん)に著しい (いちじる)困難 (こんなん)を示す (しめ)児童 (じどう)生徒 (せいと)は4.5％存在 (そんざい)することが示されて (しめ)います。また、学習障 (がくしゅうしょう)がいの中核 (ちゅうかく)症状 (しょうじょう)として、発達性 (はったつせい)ディスレクシアがあります。
[image: http://sgnwgw11.4sgis.city.atsugi.kanagawa.jp/BizCab/BCab/app/tmp/37D69499BIZCAB/R/3/_pb/152520.png] 【私たち (わたし)ができる配慮 (はいりょ)】
●ADHD やＬＤには的確 (てきかく)な診断 (しんだん)・検査 (けんさ)が必要 (ひつよう)で、一人 (ひとり)ひとりの認知 (にんち)の特性 (とくせい)に応じた (おう)対応法 (たいおうほう)が求められます (もと)。自閉 (じへい)スペクトラム症 (　　　　　　　　　　　しょう)などを伴う (ともな)場合 (ばあい)には、それらを考慮 (こうりょ)した配慮 (はいりょ)、学習 (がくしゅう)支援 (しえん)も必要 (ひつよう)となり、家庭 (かてい)・学校 (がっこう)・医療 (いりょう)関係者 (かんけいしゃ)の連携 (れんけい)が欠かせません (か)。
厚木市 (あつぎし)障 (しょう)がい福祉課 (ふくしか)
電話 (でんわ)：046-225-2221
メール：2100@city.atsugi.kanagawa.jp
【発達性 (はったつせい)ディスレクシアとは】
[bookmark: _Hlk211612273]●小児期 (しょうにき)に生じる (しょう)特異的 (とくいてき)な読み (よ)書き (か)障 (しょう)がいは発達性 (はったつせい)ディスレクシアとして知られ (し)、知的 (ちてき)な遅れ (おく)や視聴覚障 (しちょうかくしょう)がいがなく、充分 (じゅうぶん)な教育歴 (きょういくれき)と本人 (ほんにん)の努力 (どりょく)がみられるにもかかわらず、知的 (ちてき)能力 (のうりょく)から期待 (きたい)される読 (どく)字 (じ)能力 (のうりょく)を獲得 (かくとく)することに困難 (こんなん)がある状態 (じょうたい)と定義 (ていぎ)されます。
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